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山中桂一教授退任記念号
東洋大学文学部紀要第64集
英語コミュニケーション学科篇
第11号
《編集後記》
本学科は、今年度、創設11年目に入った。新たな10年を経て「成人」した
－20周年を迎えた－とき、本学科はどのようになっているであろうか。ある平
和活動家は述べている。
「未来予測という作業は、未来はどうなるかではなく、未来をどうするか
－ということに真の意義がある。…未来は、現在を生きる一人ひとりの
胸中にある、さらに日々を生きゆく日常性のなかにある」
本学科も、この1年、将来を見据えて様々な取り組みを行なってきた。平成
22年3月に設立された「東洋大学英語コミュニケーション学会」は、今年度7
月に第2回大会を開催し、学科専任教員の講演、卒業生の高等学校教員による
教育実践報告、大学院生による研究発表など、多彩なプログラムを盛り込んで
盛会のうちに終了した。また、今年度から新入生を対象にスタートさせた「自
立的学習プロジェクト」も画期的な取り組みである。
今年度4月より、新たにお二人の先生をお迎えできたことも欣びに堪えない。
DavidKennedy先生はオーラル・コミュニケーション分野の教育に、時田朋子
先生は助教として、「発信型英語教育プロジェクト」の推進に、大いに手腕を発
揮されど貢献くださっている。
本学科大学院創設の父であり、その深く広い学識と豊かなご人格で私たちを
導いてくださった山中桂一先生が本年3月をもって退任されることとなった。
心からの感謝の思いを込めて、山中先生に次の言葉を捧げさせていただきます。
Evenifweshouldgatherallthewaterofthefburgreatoceanstowetinkstones,
burnallthetreesandplantstomakeinksticks,collectthehairsofallbeastsfbr
writingbrushes,employallthesurfacesoftheworldsinthetendirectionsfbrpaper,
and,withthese,setdownexpressionsofgratitude,howcouldwepossiblyrepayour
debttoProfessorKeil・Yamanaka?(T.T.)
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